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展

望

中
園
に
於
け
る
清
史
研
究
の

朕
況
と
今
後
の
展
望小戴

野

和
子逸

需著

清
史
と
は
、
一
六
四
四
年
、
清
が
入
関
し
て
全
園
的
支
配
を
樹
立
し
て
以

来
、
一
九
一
二
年
清
朝
の
滅
亡
に
至
る
ま
で
の
こ
六
八
年
の
歴
史
を
指
す
が
、

入
関
以
前
の
ヌ
ル
ハ
チ
と
皇
太
極
の
時
代
を
も
そ
の
研
究
範
囲
に
ふ
く
め
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
今
こ
こ
で
紹
介
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
主
に
一
八
四

O

年
の
阿
片
戦
争
以
前
の
清
史
の
研
究
朕
況
で
あ
る
。

清
史
は
我
々
の
時
代
と
比
較
的
近
い
た
め
、
今
日
の
現
賓
の
生
活
と
も
密
接

な
関
係
を
有
し
て
い
る
。
今
日
の
多
く
の
問
題
、
た
と
え
ば
外
交
・
民
族
・
経

済
・
人
口
・
文
化
の
諸
問
題
を
深
く
研
究
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ら
ず
清
代
の

歴
史
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
園
の
祉
舎
主
義
建
設
は
中

園
の
園
情
に
基
い
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
園
情
を
理
解
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
清
代
の
研
究
は
な
お
ざ
り
に
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
毛
津
東
主
席

は
、
中
園
の
今
日
を
知
る
震
に
は
、
中
園
の
昨
日
と
一
昨
日
を
知
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
が
、
清
代
の
歴
史
こ
そ
我
々
の
一
昨
日
で
あ
り
、
中
華

民
園
史
こ
そ
我
々
の
昨
日
で
あ
る
。
偉
大
な
園
家
と
民
族
は
、
過
去
の
歴
史
か

ら
智
慧
を
吸
牧
し
経
験
を
線
括
し
て
更
な
る
前
進
の
助
け
と
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
諸
問
代
の
歴
史
は
我
々
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

清
代
の
歴
史
は
、
内
容
が
康
範
で
あ
る
上
、
問
題
か
複
雑
で
資
料
も
豊
富
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
研
究
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
意
義
深
く
且
つ

興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

清
史
は
、
政
治
・
経
済

・
軍
事

・
外
交

・
民
族
・
思
想
文
化
の
各
領
域
を
ふ

く
ん
で
い
て
、
こ
れ
ら
の
大
き
な
領
域
の
な
か
に
、
さ
ら
に
多
く
の
小
さ
な
或

い
は
具
鐙
的
な
問
題
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
清
代
三
百
年
の
歴
史
に
は
未
開
拓
の

領
域
も
多
く
、
研
究
し
、
認
識
し
、
総
括
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
資
料
が
豊
富
な
こ
と
、
は
て
し
な
い
大
海
原
の
如
く
で
あ
る
。
我
わ
れ
清

史
研
究
者
が
嘗
面
し
て
い
る
大
問
題
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
貴
重
な
歴
史
の
資

料
を
救
い
出
し
、
保
存
し
、
牧
集
し
整
理
し
、
出
版
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
は
多
く
、
任
務
も
重
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
人

手
は
少
な
く
、
水
準
も
低
く
、
仕
事
の
必
要
に
態
じ
き
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

中
園
に
於
け
る
清
史
研
究
は
、
設
展
が
非
常
に
不
均
衡
で
あ
る
。
阿
片
戦
争

以
後
の
近
代
史
の
部
分
は
、
研
究
者
の
層
も
厚
く
、
成
果
も
あ
が
っ
て
い
る
。

我
々
は
建
園
以
衆
、
ず
っ
と
近
代
史
の
研
究
を
重
視
し
て
き
た
魚
、
設
展
も
早

か
っ
た
。
高
等
数
育
機
関
で
は
、
中
園
古
代
史
・
中
園
近
代
史
・
世
界
史
の
一
一
一

つ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
並
列
さ
れ
、
社
舎
科
皐
院
も
歴
史
研
究
所
・
近
代
史
研

究
所

・
世
界
史
研
究
所
の
三
つ
の
歴
史
系
の
研
究
所
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て

中
園
近
代
史
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
屠
が
厚
い
の
だ
が
、
阿
片
戦
争
以
前
の

清
史
は
二
百
年
も
の
年
月
が
あ
り
な
が
ら
、
中
園
古
代
史
の
一
部
分
、
そ
れ
も

最
後
の
、
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
い
一
部
分
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

潟
、
清
史
研
究
は
、
前
半
に
薄
く
後
半
に
厚
い
の
で
あ
っ
て
、
設
展
は
極
め
て

不
均
衡
で
あ
っ
た
。
こ
の
情
況
を
第
え
る
震
に
、
既
に
、
一
九
五

0
年
代
、
董

老
〈
董
必
武
〉
が
清
史
を
書
く
べ
き
だ
と
提
唱
さ
れ
た
。
一
九
五
九
年
に
は
周

思
来
総
理
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
我
が
園
歴
史
皐
界
は
、
清
史
研
究
の
震
の
計
萱

を
樹
て
よ
う
と
し
た
が
、
寅
現
し
な
い
ま
ま
に
移
っ
た
。
十
年
の
動
観
の
関
、
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周
恩
来
線
理
の
指
示
に
よ
っ
て
、
槍
案
銘
は
、
知
識
青
年
の
募
集
を
行
な
い
、

満
洲
語
が
讃
め
る
よ
う
-A才
を
育
成
し
だ
。
四
人
組
粉
砕
後
、
と
く
に
一
一
期

三
中
全
曾
以
後
、
ー
正
常
化
が
進
必
で
皐
界
本
来
の
工
作
が
恢
復
褒
展
し
て
、
清

史
の
研
究
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
巴
な
っ
た
。
我
々
は
一
連
の
措
置
を
と
っ
て
近

代
史
研
究
を
推
進
す
る
と
共
に
清
代
前
期
の
歴
史
の
研
究
鐙
制
を
強
化
し
た
。

五
年
来
、
情
況
は
大
い
に
好
聴
し
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。

ま
ず
研
究
機
構
の
樹
立
で
あ
る
。
人
民
大
皐
の
清
史
研
究
所
は
一
九
五
八
年

に
成
立
し
、
研
究
員
四

O
徐
名
と
教
授
・
助
数
授
一
五
名
が
い
る
。
こ
の
研
究

所
の
人
数
は
全
園
で
も
最
も
多
い
の
だ
が
、
力
量
の
面
で
も
最
も
強
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
研
究
所
は
成
立
し
て
ま
だ
日
も
浅
く
、
研
究
員
の
レ
ベ
ル
も

ま
ち
ま
ち
で
、
書
籍
・
設
備
・
僚
件
と
も
ま
だ
ま
だ
充
賓
と
改
善
が
期
待
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
社
禽
科
四
月
干
院
歴
史
研
究
所
に
も
清
史
研
究
室
が
あ

る
。
研
究
人
員
は
ニ

O
除
名
で
、
人
数
こ
そ
少
た
い
が
、
歴
史
も
古
く
、

書
籍

も
多
く
、
篠
件
に
恵
ま
れ
て
い
て
レ
ベ
ル
も
高
い
。
こ
の
二
つ
の
単
位
は
ど
ち

ら
も
北
京
に
あ
っ
て
人
数
も
多
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
第
一
一
歴
史
捲
案
館

の
研
究
室
と
編
集
室
も
、
北
京
に
あ
っ
て
、
研
究
の
カ
量
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
三
つ
の
畢
位
は
常
に
協
同
し
て
仕
事
を
進
め
て
い
る
。

北
京
以
外
の
各
地
に
つ
い
て
い
え
ば
、
遼
寧
省
社
禽
科
皐
競
清
史
研
究
室
、

遼
寧
大
皐
、
吉
林
省
批
倉
科
皐
院
ぉ
東
北
師
範
大
夢
、
南
関
大
皐
に
い
ず
れ
も

清
史
研
究
機
構
が
あ
り
、
南
京
犬
摩
、
度
門
大
皐
に
も
清
代
経
済
史
研
究
機
構

が
あ
る
。
但
し
人
数
は
い
ず
れ
も
一
。
人
以
下
で
、
或
る
も
の
は
清
史
研
究
室

と
よ
ば
れ
、
或
る
も
の
は
明
清
史
研
究
室
と
よ
ば
れ
、
其
の
他
の
名
稽
で
よ
ば

れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
他
、
各
地
の
個
人
で
清
史
研
究
に
従
事
す
る
研

究
者
は
非
常
に
多
ぐ
、
全
圏
の
大
拳
と
研
究
機
関
に
散
在
し
て
い
る
。
以
上
が

機
構
と
人
員
の
面
で
増
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
昼
禽
の
開
催
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
九
七
九
年
以
降
、
北
京
で
は
毎

年
、
小
型
の
拳
術
討
論
舎
が
一開
催
さ
れ
て
い
る
。
園
際
的
あ
る
い
は
全
図
的
な

大
規
模
な
皐
術
討
論
曾
は
三
度
開
催
さ
れ
た
。
第
一
回
は
一
九
八

O
年
八
月
、

南
関
大
撃
で
行
な
わ
れ
た
明
清
史
園
際
拳
術
討
論
曾
で
あ
る
4

鄭
天
一築
先
生
の

主
宰
に
よ
る
も
の
で
外
薗
か
ら
も
多
く
の
研
究
者
が
参
加
し
た
。
第
二
回
は
一

九
八
二
年
八
月
の
北
戴
河
曾
議
で
あ
る
。
こ
れ
は
祉
禽
科
事
院
、
南
関
大
皐
、
!

人
民
大
皐
の
三
車
位
が
夜
起
し
主
催
し
た
も
の
で
、
参
加
者
は
一
六

O
人
、
清

史
の
最
初
の
大
き
な
全
園
的
シ

Y
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。
第
三
回
は
、
一
尤

八
三
年
九
月
、
藩
陽
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
社
曾
科
皐
院
歴
史
研
究

所
、
遼
寧
省
社
舎
科
皐
院
、
一遼
寧
大
皐
、
人
民
大
皐
の
共
催
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
今
後
こ
の
種
の
大
型
・
!小
型
の
曾
議
が
絶
え
ず
行
な
わ
れ
て
研
究
の
成

果
と
経
験
を
交
流
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

最
後
に
、
研
究
成
果
も
増
加
し
た
。
文
革
以
前
に
は
圏
内
で
出
版
さ
れ
た
清

代
前
期
に
関
す
る
著
作
・
論
文
・
資
料
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
が
、
こ
の
五
年

来
増
加
し
て
、
著
作
・
資
料
集
は
数
十
黙
に
も
達
し
て
い
る
。
不
定
期
刊
行

物
・
資
料
に
は
『
清
史
論
叢
』
、
『
清
史
研
究
集
』
、
『
清
史
研
究
遁
訊
』
、
『
明
清

社
曾
経
済
史
集
刊
』
、
『
清
代
橋
案
資
料
叢
編
』
、
『
清
史
資
料
』
、
『
清
史
誇
文
』

等
々
が
あ
っ
て
、
論
文
の
数
も
毎
年
非
常
に
多
い
。

総
じ
て
い
え
ば
、
五
年
来
、
清
史
研
究
の
設
展
は
早
く
成
果
も
多
い
の
だ

が、

必
要一
性
か
ら
い
え
ば
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
清
史
研
究
に
は
ま
だ
ま

だ
空
白
が
多
く
、
意
見
の
く
い
ち
が
い
や
未
開
拓
の
分
野
も
多
い
の
で
あ
る
。

清
史
の
資
料
は
非
常
に
豊
富
で
あ
る
。
第
一
一
歴
史
檎
案
館
に
は
九
六

O
蔦
黙

の
資
料
が
あ
る
。

牽
渇
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
清
朝
の
宮
中
捲
は
、
康
照
・
嘉

正
・
乾
隆
・
光
絡
の
四
靭
で
七
回

E
般
に
も
な
り
、
五
官
同
貼
を
肱
録
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
圏
内
の
楢
案
館
の
も
の
は
こ
の
二
百
倍
に
も
及
ぶ
の
で
あ
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る
。
牽
海
の
宮
中
槍
は
七
三
年
に
出
版
を
開
始
し
、
ア
メ
リ
カ
の
財
圏
の
援
助

を
得
て
一

O
年
で
七
回
加
を
刊
行
し
た
。
そ
の
刊
行
の
速
度
は
結
構
早
い
の
だ

が
、
俵
り
に
こ
れ
と
同
じ
速
度
で
第
一
楢
案
館
の
楢
案
を
刊
行
す
る
に
し
て

も
、
二
千
年
の
時
開
が
必
要
で
、
何
世
代
か
か
っ
て
も
移
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
現
在
、
我
々
は
繍
々
と
出
版
し
て
は
い
る
も
の
の
、
量
か
ら
い
え
ば

歴
倒
的
に
少
な
く
、
大
規
模
に
出
版
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
事

業
は
子
子
孫
孫
、
経
繍
し
て
や
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
清
史
の
研
究
に
は
、
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
仕
事
が
多
く
、
我
々
は
才
能
も
あ
り

抱
負
を
も
も
っ
た
青
年
た
ち
が
、
研
究
の
隊
伍
に
加
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
る
。
か
つ
て
清
史
の
研
究
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
が
、

現
在
で
は
各
地
で
養
成
す
る
研
究
生
(
修
土
F
ラ
ス
〉
の
人
敏
が
増
加
し
て
き

た
。
清
史
(
前
期
史
〉
は
あ
た
か
も
開
墾
を
待
つ
魔
女
地
の
如
き
も
の
で
あ
っ

て
、
人
々
の
開
設
と
耕
作
と
を
待
っ
て
い
る
。
我
々
は
外
園
の
友
人
た
ち
が
こ

れ
に
加
わ
っ
て
下
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
の
速
度
が
早
め
ら
れ
る
こ
と
を

希
撃
子
る
と
共
に
、
外
園
の
資
料
整
理
の
先
進
的
方
法
か
ら
皐
び
た
い
と
考
え

て
い
る
。
以
上
が
機
構
隊
伍
と
工
作
の
情
況
で
あ
る
。

以
下
、
数
年
来
の
清
史
に
関
す
る
重
要
な
研
究
テ
l

マ
と
論
争
と
を
ご
く
簡

単
に
紹
介
す
る
。

山
入
堕
別
の
満
洲
族
社
舎
の
性
質
に
関
す
る
問
題
。
入
盟
問
の
満
洲
族
の

一
位
舎
経
済
の
設
展
は
ど
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
様
々

な
意
見
が
あ
る
。
或
る
人
び
と
は
満
洲
族
は
早
く
か
ら
封
建
枇
舎
に
入
っ
て
い

た
と
考
え
て
い
る
。
満
洲
族
は
女
民
の
後
寝
間
で
あ
る
が
、
女
輿
は
金
王
朝
を
建

て
既
に
封
建
枇
曾
に
入
っ
て
い
た
。
東
北
に
留
ま
っ
て
い
た
女
倶
の
一
部
(
建

州
女
員
〉
も
明
朝
に
な
っ
て
封
建
祉
舎
に
入
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
或

る
人
び
と
は
満
洲
族
は
入
関
前
ず
っ
と
奴
隷
杭
曾
に
留
ま
っ
て
い
た
、
或
い
は

原
始
社
舎
か
ら
奴
隷
社
舎
に
入
っ
た
ば
か
り
だ
と
考
え
て
い
る
。
二
つ
の
意

見
、
推
測
、
評
債
は
異
な
っ
て
い
る
。
私
の
初
歩
的
な
見
解
で
は
、
ヌ
ル
ハ
チ

の
初
期
、
満
洲
族
は
ま
だ
奴
隷
制
の
末
期
に
あ

っ
て
、
蛍
時
の
ト
ク
ソ
(
農

荘
〉
は
奴
隷
荘
園
に
近
か
っ
た
。
二
ハ
一
一
一
年
(
天
命
六
年
〉
、
満
洲
族
は
遼

陽

・
溶
陽
地
方
を
占
領
し
た
が
、
こ
の
地
方
は
も
と
も
と
漢
人
が
多
く
住
ん
で

い
て
封
建
祉
舎
の
段
階
に
入
っ
て
い
た
。
満
洲
族
は
こ
の
地
方
に
入
っ
て
先
進

的
な
生
産
形
態
に
遁
穫
し
、
こ
れ
を
採
用
し
て
封
建
化
の
速
度
を
早
め
た
。
つ

ま
り
入
盟
別
の
満
洲
族
は
丁
度
初
期
の
封
建
枇
舎
に
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
て
い

る
。
目
下
こ
の
問
題
は
論
争
中
で
あ
る
。

凶
南
明
の
清
朝
に
糾
問
す
る
抵
抗
を
ど
の
様
に
評
債
す
べ
き
か
。
一
つ
の
意

見
は
、
満
洲
族
は
中
華
民
族
の
大
家
庭
の
一
員
で
あ
っ
て
営
時
に
あ
っ
て
は
新

興
の
、
生
気
勃
勃
た
る
力
量
を
持
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
清
朝
が
、
す
で
に

腐
敗
し
て
い
た
明
王
朝
に
と
っ
て
代
っ
た
の
は
進
歩
で
あ
り
、
南
関
の
抗
清
は

歴
史
の
潮
流
に
さ
か
ら
う
も
の
だ
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
濁
し
て
今

一
つ
の
意
見
は
、
清
朝
は
ま
だ
遅
れ
た
生
産
形
態
に
あ
り
、
そ
の
入
闘
は
、
殺

毅

・
磁
援
を
伴
な
っ
て
中
園
の
進
歩
を
阻
碍
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二

つ
の
考
え
方
は
完
全
に
異
な
っ
て
い
る
。
私
個
人
の
意
見
は
以
下
の
如
く
で
あ

る
。
清
朝
が
新
興
の
力
量
だ
と
は
い
い
難
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
祉
曾
の
褒
展
段

階
は
ま
だ
封
建
制
の
初
期
に
あ
り
、
漢
民
族
の
祉
舎
に
比
較
し
て
先
進
的
で
は

な
か
っ
た
。
入
関
初
期
に
貧
施
し
た
政
策
も
、
園
地
・
逃
人
法
・
禁
海
令
の
如

き
お
く
れ
た
も
の
で
、
殺
殺
や
破
痩
も
相
山
富
ひ
ど
か
っ
た
。
漢
民
族
に
服
援
や

習
慣
を
獲
え
る
よ
う
強
制
し
た
の
は
、
民
族
的
抑
墜
で
あ
り
、
漢
民
族
が
立
上

っ
て
抵
抗
し
た
の
は
自
衛
の
震
の
闘
争
で
あ
っ
て
、
漢
民
族
人
民
の
反
抗
の
正

賞
性
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
入
閥
後
、
清
朝
は
強
い
抵
抗
に
遭
遇
し

て
徐
々
に
政
策
を
改
め
、
民
族
的
抑
墜
を
緩
和
し
て
お
く
れ
た
政
策
を
放
棄
し

-126ー
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た
。
順
治
四
年

e

に
ば
大
規
模
な
園
地
は
中
止
に
な
り
、
清
朝
内
部
に
若
干
の
矛

盾
は
あ
っ
た
も
の
の
、
比
較
的
順
調
に
こ
れ
ら
を
解
決
し
た
。
，彼
ら
の
戟
闘
力

は
強
く
数
率
も
よ
か
っ
た
。
一
方
、
南
明
政
機
の
側
は
、
内
部
的
阿
腐
敗
し
て

波
閥
抗
争
も
ひ
ど
く
、
各
方
面
の
力
を
結
集
し
て
清
朝
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
の
魚
、
満
洲
族
は
清
初
の
長
期
に
、
わ
た
る
闘
争
を
経
て
前
進

し
て
自
ら
の
落
後
性
を
脆
し
、
南
明
の
側
は
後
退
し
た
。
こ
れ
が
清
朝
の
勝
利

の
原
因
で
あ
る
。
三
藩
の
飢
の
時
、
す
で
に
全
図
的
支
配
を
確
立
し
て
い
た
清

朝
に
、

、英
三
桂
ら
が
立
上
っ
て
抵
抗
し
た
が
、
形
勢
は
も
は
や
以
前
と
は
同
じ

で
な
く
、
漢
民
族
人
民
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
呉
一
一
一
桂

の
抗
清
は
何
ら
進
歩
的
な
活
動
で
は
な
く
肯
定
に
値
い
し
な
い
。

問
中
園
の
封
建
祉
曾
は
何
故
長
期
に
わ
た
っ
て
停
滞
し
た
の
か
。
こ
れ
も

亦
た
清
史
研
究
に
お
け
る
大
問
題
で
あ
る
。
あ
る
人
は
い
う
、
中
園
は
以
前
に

は
世
界
の
先
進
的
な
園
家
で
あ
っ
た
が
、
清
朝
に
な
っ
て
渥
れ
た
。
こ
れ
は
清

朝
の
政
策
に
よ
る
所
、
大
で
あ
る
。
清
朝
の
専
制
主
義
、
一
商
工
業
抑
医
政
策
、

鎖
圏
政
策
、
文
字
の
獄
な
ど
が
、
赴
舎
の
停
滞
と
落
後
性
を
将
来
し
た
の
だ
、

と
。
私
の
考
え
で
は
、
中
園
の
停
滞
と
落
後
と
は
た
し
か
に
清
朝
の
政
策
と
関

係
が
あ
っ
て
清
朝
の
支
配
者
に
も
責
任
が
あ
る
。
し
か
し
停
滞
の
原
因
は
も
っ

と
複
雑
で
根
の
深
い
も
の
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
清
朝
の
多
く
の
政
策
は
、
個
人

の
産
物
で
は
な
く
、
中
園
祉
舎
の
未
設
展
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
制
度
や
政
策
は
中
園
と
い
う
土
壌
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

政
策
と
い
う
の
は
吐
舎
の
褒
展
に
封
し

E
大
な
役
割
を
果
し
は
す
る
が
、
そ
の

政
策
自
慢
が
、
蛍
の
祉
曾
朕
況
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
枇
曾
紋

況
の
如
何
が
政
策
の
如
何
を
決
定
す
る
。
清
朝
が
還
れ
た
政
策
を
と
っ
た
の
は
、

中
園
の
封
建
祉
舎
の
停
滞
と
安
定
の
特
長
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間

題
は
大
湊
複
雑
で
、
我
々
は
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
え
て
ゆ
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
清
朝
の
政
策
ほ
た
L
か
に
中
閣
の
立
ち
遅
れ
を
も
た
ら
し
た
一

要
素
で
広
一
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
、
経
済
の
要
素
、
政
治
の
要
素
、
J

思
想
文
化
の

要
素
、
さ
ら
に
は
地
理
的
環
境
、

i

人
ロ
の
要
素
等
を
も
考
慮
し
、
線
合
的
犯
考

え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
簡
単
に
わ
り
き
れ
る
問
題

で
は
な
い
の
で
、
更
に
深
く
全
面
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

凶
資
本
主
義
の
萌
芽
に
つ
い
て
。
交
化
大
革
命
以
前
、
こ
の
問
題
は
非
常

に
議
論
さ
れ
た
テ
l

マ
で
あ
っ
た
。
最
近
さ
ら
に
多
く
の
新
し
い
文
章
が
褒
表

さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
或
る
も
の
は
資
本
主
義
を
高
く
評
債
し
、
或
る
も
の
は
低

く
評
債
し
、
議
論
は
盛
ん
で
簡
単
に
は
片
づ
き
そ
う
に
は
な
い
。
或
る
評
債
は

非
常
に
高
い
。
清
代
、
資
本
主
義
は
封
建
主
義
に
と
っ
て
代
っ
た
。
手
工
業
十

商
業
の
み
な
ら
ず
、
農
業
に
於
い
て
も
資
本
主
義
が
起
り
、
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

I
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
も
既
に
出
現
し
て
い
て
、
資
本
主
義
の
要
素
は
生
活

の
各
方
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
又
た
別
の
一
意
見
は
こ
れ
と
は
逆
に
、

資
本
主
義
の
萌
芽
は
存
在
し
て
い
た
け
れ
ど
も
非
常
に
微
弱
匂
存
在
し
な
い
に

等
し
か
っ
た
、
社
曾
に
針
し
て
も
何
ら
影
響
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
。

私
は
大
盟
、
折
衷
的
な
考
え
で
あ
る
J

資
本
主
義
萌
芽
を
、
過
度
に
評
債
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
阿
片
戦
争
以
前
に
、
中
閣
が
資
本
主
義
へ
の
過
渡
期

に
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
近
代
史
に
於
い
て
資
本
主
義
の
愛
生
が
な
ぜ
こ
れ

程
多
く
の
困
難
に
遭
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
資
本

主
義
萌
芽
に
謝
す
る
評
債
が
低
す
ぎ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
経
済
生
活
に
あ
ら

わ
れ
た
新
し
い
も
の
を
こ
の
様
に
完
全
に
抹
殺
し
て
し
ま
う
と
と
は
遁
嘗
で
な

い
と
考
え
る
。
省
時
、
資
本
主
義
萌
芽
は
非
常
に
微
弱
で
濃
厚
な
封
建
的
残
浮

を
と
も
な
っ
て
は
い
た
が
、
そ
の
性
質
は
既
に
異
な
っ
て
き
て
お
り
古
い
も
の

と
同
一
視
は
で
き
な
い
。
こ
の
方
面
で
の
論
争
は
非
常
に
多
く
、
数
年
来
、
資

料
も
多
数
裂
表
さ
れ
て
、
研
究
は
一
層
深
く
具
盤
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
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同
民
族
問
題
。
我
が
園
は
多
民
族
を
統
一
し
た
大
家
族
園
家
で
あ
る
。
こ

れ
は
清
代
に
最
終
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
彊
域
も
亦
、
清
代

に
最
終
的
に
劃
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
清
代
の
民
族
関
係
、
民
族
政
策
及
び

漣
彊
地
区
に
於
け
る
経
営
管
理
は
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
我
が
園
歴
史

皐
界
の
注
意
し
て
き
た
中
心
的
な
事
柄
で
あ
る
。
こ
の
数
年
来
、
こ
の
方
面
で

の
論
文
は
非
常
に
多
い
。

我
々
は
亦
、
薗
内
の
民
族
闘
争
に
も
注
意
し
て
い
る
。
特
に
清
朝
の
封
ジ
ュ

ソ
ガ
ル
・
蒙
古
と
の
略
戦
争
は
康
照
か
ら
乾
隆
に
及
び
、
中
断
は
あ
っ
た
も
の
の

艇
艇
七
、
八
十
年
に
も
及
ん
だ
。
中
園
に
封
す
る
関
係
は
深
く
、
新
彊
・
蒙

古
・
西
蔵
・
車
問
海
・
甘
粛
・
寧
夏
の
多
く
の
地
域
と
民
族
に
も
影
響
を
輿
え

た
。
ま
た
我
々
は
民
族
聞
の
交
流
、
経
済
・
文
化
上
の
往
来
、
漫
彊
地
区
の
経

済
の
開
裂
に
も
注
意
し
て
い
る
。
清
代
、
漫
彊
の
経
済
・
文
化
の
裂
展
は
早
か

っ
た
。
清
朝
の
少
数
民
族
に
制
到
す
る
政
策
が
成
功
し
た
面
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
多

民
族
園
家
の
統
一
の
強
化
に
寄
興
し
た
の
で
あ
る
。
民
族
史
の
研
究
に
お
い
て

は
、
文
字
資
料
が
大
き
な
問
題
で
満
洲
語
・
蒙
古
語
・
チ
ベ
ッ
ト
語
・
ウ
ィ
グ

ル
語
を
マ
ス
タ
ー
し
、
少
数
民
族
の
史
料
を
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
こ

の
方
面
で
は
立
ち
遅
れ
て
い
た
。
現
在
、
圏
内
に
保
存
せ
ら
れ
て
い
る
少
数
民

族
の
文
字
資
料
は
大
部
分
、
清
朝
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
外
園
語

の
資
料
を
利
用
す
る
必
要
も
で
て
く
る
。
我
々
は
既
に
六
十
徐
貼
の
外
園
語
の

賀
料
を
翻
謬
し
出
版
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
民
族
問
題
と
浸
彊
問
題
に
関
す

る
も
の
で
、
う
ち
ロ
シ
ア
語
の
も
の
が
最
も
多
く
、
英
文
の
も
の
が
こ
れ
に
次

い
で
い
る
。
日
本
語
の
も
の
、
例
え
ば
閲
宮
林
臓
の
『
東
縫
紀
行
』
な
ど
も
あ

る
。
彼
は
十
九
世
紀
初
、
北
海
道
か
ら
庫
頁
島
(
サ
ハ
リ
ン
〉
に
行
き
、
黒
龍

江
に
沿
っ
て
さ
か
の
ぼ
り
徳
拐
地
方
ま
で
行
っ
た
。
そ
し
て
費
雅
略
〈
イ
リ
ヤ

タ
〉
・
赫
哲
(
ヘ
ジ
ェ
〉
・
甥
倫
春
〈
オ
ロ
チ
ョ
γ
〉
族
な
ど
の
生
活
吠
況
に
つ

い
て
述
べ
る
と
と
も
に
清
朝
の
こ
の
地
方
に
於
け
る
徴
税
管
理
・
貿
易
情
況
に

つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。

附
文
化
思
想
こ
の
方
面
で
の
成
果
は
非
常
に
多
い
。
集
中
的
に
幾
人
か

の
重
要
な
思
想
家
、
王
夫
之

・
顧
炎
武
・
責
宗
義
・
顔
元
・
戴
震
等
を
研
究
し

た
。
今
年
(
一九
八
三
年
〉

上
半
期
に
は
、
湖
南
で
玉
夫
之
皐
術
討
論
舎
が
開

催
さ
れ
、
下
半
期
に
は
揚
州
で
段
玉
裁
・
王
念
孫
の
皐
術
討
論
舎
が
開
催
さ
れ

た
。
思
想
文
化
の
研
究
に
つ
い
て
も
異
な
っ
た
意
見
が
あ
る
。
乾
嘉
皐
涯
の
許

債
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
評
債
は
非
常
に
低
か
っ
た
。
そ
の
煩
漬
主
義
が
批
剣

さ
れ
、
現
貧
を
離
れ
小
さ
な
問
題
に
精
力
を
浪
費
し
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。
最
近
で
は
評
債
は
締
高
く
な
っ
て
、
そ
の
依
黙
を
指
摘
す
る
際
に

も
、
そ
れ
が
古
籍
整
理
の
上
で
果
し
た
貢
献
を
肯
定
し
、
そ
の
方
法
に
一
定
の

科
準
的
要
素
の
あ
っ
た
こ
と
を
肯
定
す
る
援
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
清

代
皐
術
の
研
究
と
い
う
の
は
相
嘗
む
つ
か
し
い
テ
1
7
で
あ
る
。
理
論
的
な
面

で
の
数
養
と
高
度
の
哲
皐
的
分
析
能
力
が
要
求
せ
ら
れ
る
し
、
一
方
で
は
亦
た

経
皐
や
小
皐
に
つ
い
て
の
基
礎
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
六
つ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
て
き
た
。
他
に
も
問
題
は
多
い
が
、
詳

述
の
徐
裕
は
な
い
の
で
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

劉
外
関
係
に
つ
い
て
は
、
イ
エ
ズ
ス
禽
の
宣
教
師
が
中
園
に
来
て
数
百
年
に

な
る
。
そ
の
果
し
た
役
割
を
ど
う
評
債
す
る
か
、
阿
片
戦
争
前
、
中
園
は
鎖
園

政
策
を
と
っ
て
き
た
が
、
こ
の
政
策
の
形
成
に
つ
い
て
ど
う
評
債
す
る
か
、
叉

た
清
代
の
宗
族
制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
特
長
が
あ
る
と
考
え
る
か
等
身
。

こ
の
他
、
清
代
の
商
業
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
は
研
究
が
少
な
か
っ
た
が
、
現

在
で
は
、
清
代
の
大
商
人
、
票
続
や
農
村
の
集
市
貿
易
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

る
研
究
者
が
い
る
。
政
治
史
の
方
面
で
の
テ
l
マ
は
さ
ら
に
多
い
。
清
伐
の
何

人
か
の
有
名
な
人
物
、
ヌ
ル
ハ
チ
、
皇
太
極
、
康
照
脅
、
潅
正
帯
は
注
意
せ
ね
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ば
な
ら
な
い
重
要
人
物
で
ー
そ
の
俸
記
が
す
で
に
出
版
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ

ば
、
準
備
中
の
も
の
も
あ
る
。
農
民
戦
争
に
つ
い
て
は
、
白
蓮
致
、
天
地
舎
に

つ
い
して
資
料
が
編
纂
さ
れ
寸、
今多
く
の
論
文
が
書
か
れ
た
。

こ
の
他
の
専
門
領
域
も
清
史
と
関
係
が
あ
る
。
た
と
え
ば
園
明
圏
研
究
曾
、

避
暑
山
荘
研
究
曾
は
、
建
築
、
園
林
、
歴
史
、
文
物
な
ど
の
専
門
家
か
ら
成
っ

て
い
る
。
他
に
も
文
皐
、
妻
術
、
科
皐
技
術
か
ら
書
董
、
瞥
撃
に
至
る
ま
で
、

清
史
と
関
係
を
も
つ
も
の
は
非
常
に
多
い
。
し
た
が
っ
て
清
史
の
研
究
機
構

は
、
各
方
面
の
人
才
を
必
要
と
し
て
い
る
し
、
個
々
の
研
究
者
も
専
門
の
領
域

以
外
に
か
な
り
庚
しい
知
識
を
も
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
こ
そ
工
作

の
必
要
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
研
究
の
質
を
高
め
、
高
度
の
拳
術
水
準

に
到
達
で
き
る
の
で
あ
る
-。
、

以
下
、
今
後
の
清
史
研
究
の
展
撃
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

去
年
(
一
九
八
二
)
、
我
が
園
は
第
六
失
五
箇
年
計
董
(
一
九
八
一

i
八
五
、

以
下
六
五
計
差
と
略
穣
〉
を
公
布
し
た
が
、
こ
の
計
壷
に
は
哲
皐
・
祉
倉
科
皐

が
ふ
く
ま
れ
て
い
て
、
歴
史
皐
も
入
っ
て
い
る
。
こ
の
計
董
は
哲
皐
・
祉
曾
科

皐
を
園
家
計
童
の
な
か
に
入
れ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
我
身
の
政
府

は
、
非
常
に
哲
皐
・
祉
曾
科
皐
の
設
展
を
重
視
し
、
文
書
の
な
か
で
「
哲
皐
・

祉
舎
科
皐
の
渓
展
な
し
に
は
祉
舎
主
義
の
現
代
化
を
貧
現
し
よ
う
と
し
て
も
不

可
能
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

如
何
に
L
て
祉
舎
科
皐
の
長
期
計
董
を
制
定
す
る
の
か
。
我
々
は
ま
だ
経
験

が
な
い
が
、
何
度
も
の
討
論
を
経
て
以
下
の
如
く
考
え
る
に
至
っ
た
。
園
家
計

霊
の
な
か
で
重
大
且
つ
有
意
義
で
祉
曾
主
義
建
設
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
項
目

を
し
っ
か
り
把
撞
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
た
同
時
に
研
究
僚
件
即
ち
研
究

者
・
設
備
・
園
書
・
資
料
に
も
注
意
し
、
期
限
遜
り
、
質
を
保
持
し
つ
つ
項
目

を
完
成
で
き
る
か
ど
う
か
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
園
家
計
董
は
あ

ま
り
多
す
・
き
て
も
い
け
な
い
の
で
、
少
数
の
項
目
に
精
力
を
注
ぐ
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
軽
重
緩
急
と
に
ら
み
合
わ
せ
つ
つ
、
研
究
者
と
研
究
費
を
重
要
な
テ

1
7
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の

一
方
で
は
鎗
営
す
る
車
位
、

人
員
、
各
方
面
の
僚
件
を
考
慮
し
、
計
董
が
制
定
後
り
っ
ぱ
に
や
っ
て
ゆ
く
こ

と
が
で
き
、
完
成
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
た
、
計
霊
を
制

定
し
項
目
を
確
定
す
る
に
も
、
必
要
性
と
可
能
性
と
を
結
合
さ
せ
て
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

歴
史
事
の
方
面
で
は
、
中
園
古
代
史
、
中
園
近
・
現
代
史
、
世
界
史
の
三
つ

の
分
野
を
ふ
く
む
、
合
計
三
十
除
の
項
目
を
決
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
で

は
清
史
に
関
す
る
も
の
が
非
常
に
多
い
。
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

山
清
代
遁
史
と
人
物
停
。
祉
曾
科
皐
院
の
歴
史
研
究
所
と
人
民
大
暴
清
史

研
究
所
が
中
心
に
な
り
、
そ
の
他
の
単
位
も
参
加
し
て
い
る
。

凶
間
関
清
楢
案
の
整
理
。
第
一
一
歴
史
橋
案
館
が
中
心
で
あ
る
。

間
関
清
時
代
の
庚
東
地
区
の
経
済
の
研
究
。
中
山
大
皐
が
中
心
で
あ
る
。

凶
現
滑
時
代
の
一
繭
建
地
匿
の
経
済
の
研
究
。
度
門
大
暴
が
中
心
で
あ
る
。

こ
の
他
、
清
史
に
関
係
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。

例
え
ば
中
園
近
代
史
の
計
董
の
な
か
で
非
常
に
多
い
の
は
清
末
の
歴
史
に
関

す
る
も
の
で
『
中
園
近
代
史
稿
』
、
『
中
園
近
代
経
済
史
』
、
『
中
園
近
代
経
済
史

資
料
叢
刊
』
、
『
孫
中
山
選
集
』
の
出
版
等
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
地
方
志
の
整
理

も
あ
る
。
現
存
の
地
方
士
山
は
、
大
部
分
、
清
朝
の
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
清

史
と
の
関
係
が
深
い
。

次
に
全
園
的
な
歴
史
皐
の
計
霊
に
つ
い
て
私
の
知
見
を
述
べ
よ
う
。

山
全
園
の
歴
史
回
目
手
計
青葉曾
議
(
一
九
八
三
年
五
月
、
長
沙
に
於
い
て
開

催
)
に
於
い
て
、
歴
史
科
皐
設
展
の
方
向
、
展
芝
、
重
黙
に
つ
い
て
討
論
を
行

な
っ
て
計
霊
を
立
て
、
研
究
機
構
の
績
充
、
研
究
者
の
養
成
、
園
書
資
料
及
び
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研
究
費
に
つ
い
て
討
論
し
て
や
や
具
笹
的
な
措
置
を
講
じ
た
。
こ
の
こ
と
は
歴

史
科
皐
設
展
の
非
常
に
大
き
な
推
進
カ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

凶
我
が
閣
の
研
究
項
目
は
、
い
く
つ
か
の
段
階
に
分
れ
て
い
る
。
皐
校
や

研
究
所
の
所
管
に
属
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
省
・
市
の
所
管
に
属
す
る
も
の
も

あ
り
、
園
家
の
所
管
に
属
す
る
も
の
も
あ
る
。
園
家
項
目
の
う
ち
、
歴
史
に
関

す
る
も
の
は
三
十
銭
項
目
の
み
で
あ
る
が
、
省
・
市
・
皐
校
の
項
目
は
非
常
に

多
く
数
百
項
目
に
及
ぶ
。
各
段
階
ご
と
に
責
任
を
負
い
、
各
段
階
ご
と
に
管
理

し
て
い
る
。
重
黙
も
あ
れ
ば
、
全
鐙
に
つ
い
て
の
配
慮
も
し
て
い
る
。
園
家
項

目
は
少
数
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

間
園
家
項
目
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
・
研
究
費
・
園
書
資
料
の
面
で
援
助

し
、
全
図
的
な
力
を
結
集
し
て
そ
の
速
度
と
質
と
を
保
註
し
て
い
る
。
・

凶
園
家
項
目
の
達
成
の
震
に
、
各
項
目
毎
に
、
星
術
上
の
責
任
者
が
決
め

ら
れ
‘
項
目
毎
の
要
綱
、
詳
細
な
計
室
、
質
の
規
定
と
完
成
時
期
に
つ
い
て
の

議
定
書
が
交
わ
さ
れ
、
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
質
を
保
誼
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
現
在
、
す
べ
て
の
項
目
は
よ
う
や
く
緒
に
つ
き
始
め
た
ば
か

り
で
経
験
が
な
い
か
ら
、
果
し
て
う
ま
く
や
れ
る
か
ど
う
か
、
ど
ん
な
困
難
に

ぶ
つ
か
る
か
は
十
分
わ
か
っ
て
い
な
い
。
我
々
は
摸
索
し
つ
つ
前
進
し
、
経
験

を
積
ん
で
仕
事
を
順
調
に
褒
展
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
私
は
清
代
通
史
と

人
物
俸
の
編
纂
に
参
加
し
、
こ
れ
ら
を
書
き
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
九

九
O
年
に
基
本
的
に
完
成
し
、
全
部
で
三

O
各
に
な
る
議
定
で
あ
る
。

通
史
と
人
物
俸
の
編
纂
は
稀
や
異
な
る
。
通
史
は
比
較
的
少
数
の
者
が
書

き
、
品
位
毎
に
、
要
求
の
範
囲
、
大
綱
を
決
め
、
分
措
執
筆
し
て
何
人
か
が
編
纂

に
蛍
る
。
一
巻
、
二

l
一
-
一
人
も
し
く
は
三

l
四
入
で
あ
る
。
通
史
を
書
く
の
に

執
筆
者
が
係
り
に
多
す
ぎ
る
と
い
う
の
は
遇
措
固
で
は
な
い
。
人
物
俸
は
、
多
少

分
散
L
て
も
よ
い
の
で
、
多
く
の
人
を
組
織
し
て
執
筆
'に
参
加
し
て
も
ら
っ
て

い
る

Q

我
々
の
方
法
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
二
千
徐
の
一人
物
を
列
参
し
て
、

全
鐙
の
要
綱
、
鐙
例
、
字
数
を
決
め
、
全
園
の
清
史
研
究
者
に
割
嘗
て
る
。
今

い
も
の
で
は
一
人
で
十
数
人
、
少
な
い
も
の
で
一
、
二
人
の
人
物
の
執
筆
を
携

嘗
し
、
書
き
上
げ
て
か
ら
編
集
委
員
舎
に
集
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
現

在
、
人
物
俸
は
既
に
一
一
部
を
書
き
移
え
た
。
人
物
俸
の
第
一
巻
は
比
較
的
早
く

出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
通
史
に
つ
い
て
は
ま
だ
提
綱
を
討
論
し

て
い
る
段
階
で
、
出
版
は
数
年
後
の
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
九
九

O
年
に
は
遁
史
、

人
物
停
ニ

O
各
以
上
を
完
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
少
数
の
容
に
つ
い
て
は

一
九
九

O
年
以
降
に
完
成
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

清
代
通
史
と
人
物
俸
に
つ
い
て
、
最
も
苦
心
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
質
を
保
査
す
る
か
で
あ
る
。
三

O
巻
と
い
う
大
部
な
も
の
で
は
あ
る
が
、

数
年
以
内
に
や
り
移
せ
る
分
量
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
出
来
上
っ
た

も
の
の
質
、
比
較
的
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
う
る
か
ど
う
か
は
大
き
な
問
題
で
、

あ
る
巻
は
比
較
的
う
ま
く
書
け
て
い
る
が
、
あ
る
巻
は
輸
相
劣
る
と
い
う
こ
と
も

お
こ
る
だ
ろ
う
。

清
史
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
具
値
的
な
専
門
研
究
の
進
ん
で
い

な
い
分
野
も
多
い
の
で
総
合
的
な
通
史
を
書
く
に
は
多
く
の
困
難
が
つ
き
ま
と

う
。
我
々
の
利
用
し
う
る
研
究
成
果
は
決
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
。
こ
の

信
用
、
段
々
は
研
究
し
つ
つ
資
料
を
整
理
し
、
遁
史
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
っ
て
、
困
難
は
非
常
に
多
く
、
時
開
も
か
か
る
。
し
か
も
全
鐙
で
三

O

各
で
あ
る
か
ら
、
う
ち
一
容
だ
け
が
遅
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
研
究
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
問
題
は
多
く
整
理
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
資
料
は
多
い
。
具
鐙
的
問
題
に
つ

い
て
の
研
究
が
完
了
し
、
資
料
が
整
理
さ
れ
て
か
ら
通
史
を
書
き
始
め
る
と
い

う
の
な
ら
、
待
つ
こ
と
久
し
く
し
て
遁
史
は
永
遠
に
完
成
じ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

-
q
u
ア

し
か
し
一
方
で
は
ず
ぐ
に
通
史
を
書
け
な
い
事
情
-W
あ
る
。
多
く
の
問
題
が
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ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
か
ら
研
究
の
過
程
で
多
く
の
重
要
な
資
料
を
ま
ず
一
部

整
理
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
な
け
れ
ば
通
史
の
水
準
を
高
め
、
質
を
保
護

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

-
歴
史
皐
の
全
閣
的
な
計
霊
は
ま
だ
完
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
進
行
の
過
程

で
修
正
さ
れ
或
い
は
補
充
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
袋
h

は
こ
の
計
蓑
を
通
じ

て
全
園
の
歴
史
研
究
工
作
を
促
進
ぞ
き
る
こ
と
しを
期
待
し
て
い
る
。
計
霊
に
入

れ
ら
れ
た
園
家
項
目
は
わ
ず
か
だ
が
、
全
園
に
は
省
・
市
ク
ラ
ス
或
い
は
皐
校

ク
ラ
ス
の
項
目
が
非
常
に
多
く
あ
る
。

I

園
家
項
眉
と
そ
の
他
の
演
目
と
が
相
侠

っ
て
、
相
互
に
援
助
し
あ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
同
時
に
又
た
相
互
に
競

争
し
あ
っ
て

H

廷
、
超
、
p

郭

F
(遁
い
っ
き
、
追
い
こ
し
、

!助
け
合
う
〉
の
活

動
が
展
開
で
き
る
。
園
家
項
目
以
外
の
項
'目
が
、
速
度
の
上
で
、
・
あ
る
い
は
質

の
上
で
園
家
項
目
を
凌
駕
す
る
こ
と
も
十
分
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
今

後
、
我
が
園
の
哲
皐
・
祉
禽
科
息
一
方
面
で
は
、
優
秀
な
科
拳
上
の
著
作
に
表
彰

し
た
り
、
奨
動
し
て
ゆ
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
園
家
項

目
や
重
黙
項
目
の
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
各
地
の
項
目
で
あ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
は
項
目
に
参
加
し
た
人
の
努
力
を
評
債
レ
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る。

'

佐
倉
主
義
制
度
の
下
で
は
、
科
皐
研
究
工
作
に
於
け
る
計
霊
性
を
保
鐙
し
集

圏
主
義
の
精
神
に
よ
っ
て
人
び
と
の
積
極
性
と
主
観
能
動
性
を
刺
戟
し
、
設
揮

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
次
か
の
五
箇
年
計
重
が
移
っ
た
時
間
に
は
、
我
が
園

の
歴
史
科
皐
は
大
い
に
設
展
し
、
清
史
研
究
も
面
目
を
一
新
す
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
る
。

誇
者
附
記

こ
れ
は
、
一
-九
八
三
年
一
一
月
八
日
、

，裁
逸
毅
授
〈
中
園
人
民
大
筆
致
授
・

清
史
研
究
所
長
〉
が
京
都
大
皐
人
文
科
皐
研
究
所
「
現
代
の
政
治
と
祉
舎
」

研
究
班
で
行
な
わ
れ
た
講
演
の
原
稿
に
、
教
授
自
身
が
若
干
、
知
筆
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。


